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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問 問６化学基礎

単位の変換を伴う立式・計算が必要な問題

202２年度大学入学共通テスト
「化学基礎」
受験者数： １００，４61人
平均点： ２７.７３点
標準偏差： １０.６９

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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単位の変換を伴う立式・計算が必要な問題

ともに質量パーセント濃度と体積が同じである異なる酸の水溶液について、電離して
いる酸の物質量の大小関係と、それらの酸の水溶液の中和に必要なNaOH水溶液
の体積の大小関係を推察する問題でした。本問の解答では、計算によって最後まで
数値を求める必要はありませんでしたが、水溶液の質量パーセント濃度から各水溶
液中に含まれる溶質の物質量を把握する力が求められました。

出 題 の 特 徴

化学基礎の受験生は単位換算や割合を扱った計算問題を苦手とする傾向がうかが
えます。一方、濃度・物質量を計算によって導く力は、「酸・塩基と中和」「酸化還元反
応」の分野で頻出である、化学反応の量的関係を扱う上で基盤となります。数値を
正しく計算するのはもちろん、単位を意識して問題に取り組む姿勢を低学年のうちか
ら定着させることが大切です。また、計算問題は演習経験で差がつきやすい部分で
すので、知識の確認・振り返りとあわせた基本的な計算問題から徐々に難度を上げ
て、最終的には共通テストやセンター試験の過去問題、およびその類題などに取り組
むといった、段階を踏んだ演習がご指導の一例として考えられます。

指導の ご提案

教材のご紹介
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教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 化学基礎」

202３版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

単位の変換を伴う立式・計算が必要な問題 解答解説

定価880円（税込み）

第６回 第３問 問２

何が問われて

いるかを明示

誌面・収録回は2022版のものです。


